
 

 

 

第１８９回筑波大学附属病院臨床研究倫理審査委員会議事概要 

 

 

 

1.日  時    令和４年８月１７日（水）１６:２０～１７:４０ 

2.場  所    筑波大学附属病院けやきアネックス棟 217 T-CReDO会議室 

3.出 席 者    土屋輝一郎、嶋田沙織、楠見由里子 

（webより）  坂東裕子、土屋尚之、石井亜紀子、花輪剛久、幸田幸直、溝口健作、中野潤子、 

藤井輝、竹村幸恵 

4.議  事 

（１）前回議事要旨・概要の確認について 

   前回（第１８８回）議事要旨・概要は、原案通り承認された。 

 

（２）倫理審査申請書の審査について 

① 

整理番号 R04-083 

研究課題名 潰瘍性大腸炎に対するテロメア伸長剤の有効性に関する研究 

研究種別 観察研究 

研究責任者 

委員会説明者 

医学医療系  土屋輝一郎 

 

審査概要 共同研究費の受入れに係る利益相反の開示方法について質疑応答がなされた 

審査結果 承認 

② 

整理番号 R04-088 

研究課題名 健康な早期新生児に対する非接触生体情報計測法の開発 

研究種別 観察研究 

研究責任者 

委員会説明者 

医学医療系 金澤悠喜 

附属病院 竹内秀輔 

審査概要 研究方法について質疑応答がなされた 

審査結果 再審査 

➂ 

整理番号 R04-087 

研究課題名 多視点カメラを用いた手術映像記録に関する研究 

研究種別 観察研究 



 

 

 

研究責任者 

委員会説明者 

附属病院 熊野皓一郎 

審査概要 研究方法について質疑応答がなされた 

審査結果 承認 

➃ 

整理番号 R04-106 

研究課題名 肺高血圧症の治療に関するレジストリ研究 

研究種別 観察研究 

研究責任者 

委員会説明者 

医学医療系 佐藤希美 

 

審査概要 研究期間等について質疑応答がなされた 

審査結果 承認 

 

5. 報  告 

（１）迅速審査について 

   委員長から、資料５に基づき、迅速審査として承認された３３件について報告があった。 

 

〈新規申請〉 

R04-080 JCOG-バイオバンク・ジャパン連携バイオバンク 

R04-083 潰瘍性大腸炎に対するテロメア伸長剤の有効性に関する研究 

R04-097 IGCCCG update model による転移性非セミノーマ胚細胞腫瘍の無増悪生存期間の解析 

R04-101 造血幹細胞移植における肝類洞閉塞症候群の後方視的研究 

R04-105 陽子線治療を施行し長期生存が得られた原発不明悪性黒色腫頸部リンパ節転移の一例についての

症例報告  

R04-085 先天性血小板減少症の遺伝子解析およびレジストリ構築 

R04-090 高リスク神経芽腫に対する骨転移への放射線治療の臨床的意義に関する遡及的解析 

R04-062 免疫関連疾患応答遺伝子の免疫解析 

R04-098 小児鼠径ヘルニアに対する単孔式腹腔鏡下鼠径ヘルニア根治術の治療成績に関する後方視的研究 

R04-100 常染色体顕性多発性嚢胞 腎（ADPKD）患者におけるトルバプタン導入時のセルフマネジメントに関

する検討 

R04-076 バイオバンク保存試料の品質に関する検証研究 

R04-113 JGOG9004：初発子宮頸がん患者を対象とした治療後の セクシュアリティの変化に関する前向きコ

ホート研究 

R04-114 中枢型肺癌に対する陽子線治療による中等度寡分割照射の効果および有害事象についての検討 

R04-103 前縦隔腫瘍の鑑別における PET-CTの有用性の検討 

R04-107 Ⅳ期肺癌患者を対象とした薬物療法継続に関連する因子の検討－前向きコホート研究－イフコホ

ート- 



 

 

 

その他、変更申請：１８件 

 

（２）臨床研究＜継続・終了＞報告について 

   委員長から、資料６に基づき、前回の報告以降、継続：３３件、終了：３４件について報告があった

旨の説明があった。              

 

（３）次回は令和４年９月１７日（水）に開催することとなった。                

以上 


	前回（第１８８回）議事要旨・概要は、原案通り承認された。

